
植栽活動 ふるさと体験学習

浪江の味をみんなで楽しみました

受章された藤田さん（中央）

町内を進軍し、凱旋
寄贈式の様子（ふくしま応援ポケモン「ラッキー」（中央））

おひなさまがどれかわかる人～責務の全うを誓い

今度、ハワイに旅行したいと考えています。シンガポールなど
は法律が厳しく日本と異なった法規制に注意しないといけないこ
とで有名ですが、ハワイにも注意すべき法律はありますか。

No.66
日常生活の中で起こる可能性のある様々な事例に対して、
法律に基づいた対応策を紹介します。

今
は法

Q

　 基本的には、日本の常識と大きく異なる規制は無いのですが、日本の常識が通用しないと
ころもあります。意識しないと違反してしまいそうなものについて説明します。
【飲酒】アメリカ合衆国では、飲酒は21歳からとなっており、ハワイ州でもそれは変わりません。ま
た、公園やビーチ、路上などの公共の場所での飲酒は禁止されています。さらに、酒類を購入する
際の年齢確認は、日本よりも厳格で、購入する際にパスポートなどの身分証明書を確認されます。
【喫煙】アメリカ合衆国の多くの州では、喫煙は18歳から可能ですが、ハワイ州では喫煙は21歳から
となります。公共の場所で喫煙できず、屋外でもレストランなどの入り口から20フィート（約６
メートル）での喫煙が禁止されており、日本よりも厳格です。また、酒類の購入と同様に、身分証
明書を所持していた方が良いです。
【交通】ハワイでは、横断歩道がない道路を横切ることは禁止されており、違反すると罰金が科され
ます。また、ホノルル市では、道路を横断中にスマートフォンなどの電子機器を見ると罰金が科さ
れることになっています。
【ウミガメ】ハワイは、アオウミガメが頻繁に上陸する地域であり、ビーチでウミガメに遭遇するか
もしれませんが、ウミガメは、絶滅危惧種に指定されており、接触が禁止されています。違反に
は、罰金などが科されます。10フィート（約３メートル）以上距離を取ることが推奨されており、
遭遇しても距離を取るようにしてください。
【子供の保護】ハワイでは、12歳以下の子供を13歳以上の保護者無しで放置して危険にさらすことが
禁止されています。ショッピングセンターなどで短時間子供を１人にしただけでも、警察に通報さ
れるようですし、数十分間子供をホテルのロビーなどに１人にしていたことで警察に逮捕された事例
もあるようです。ハワイでは、どのような場合でも、12歳以下の子供を１人にしない方が良いです。
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いつか役に立つ

法 律 識知
弁護士　大橋　征平

総務課　主幹
（所属：福島県弁護士会）

・・福　島出張所　８月１日、９月５日
・いわき出張所　８月８日、９月12日
・二本松出張所　８月15日、９月20日

開催日
各出張所で法律相談会を

開催しています
（各回ともに13：00～16：00）
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ファイルは、無害化処理により削除されました。





